源氏物語 



紫 m 咅 

與謝野 晶子 訳 



ぁぢ きな き 松の 風 かな 泣けば なき 小琴 

を とれば おなじ 音 を 弾く (晶子) 

はなちる さと 

東の 院が 美々 しく 落成した ので、 花 散 里と いわれて 

いた 夫人 を 源氏 は 移らせた。 西の 対から 渡 殿へ かけて 

を その 居所に 取って、 事務の 扱い 所、 家 司の 詰め所な 

ども 備わった、 源氏の 夫人の 一人と しての 体面 を 損じ 

すまい あかし 

ないような 住居に してあった。 東の 対に は 明 石の 人 を 

置こうと 源氏 はかね てから 思って いた。 北の 対 をば こ 

とに 広く 立てて、 かりにも 源氏が 愛人と 見て、 将来の 



んに お願いして、 譲って いただく ことにしまして それ 

だけの 金 は 納めた のでした」 

預かり人 は 自身の 物の ようにし ている 田地な ど を 回 

収 されない かと 危うが つて、 権利 を 主張して おかねば 

というよ うに、 鬚む しゃな 醜い 顔の 鼻 だけ を 赤く しな 

が ら顎を 上げ て 弁じ 立 て る。 

「私の ほうで は 田地な ど いらない。 これまで どおりに 

君 は 思って おれば いい。 別荘 その他の 証券 は 私の ほう 

にある が、 もう 世捨て人 になって しまつてから は、 財 

産の 権利 も 義務 も 忘れて しまって、 留守 &料も 払って 

あげなかった が、 そのうち 精算して あげる よ」 



知らせて 来た。 東の 院へ 迎えて 住ませよ うとした こと 

に 同意し なかった の は、 そんな 考えであった のかと 源 

氏 は 合点した。 聡明な しかた だと も 思った のであった。 

これみつ 

惟光が 源氏の 隠し事に 関係し ない ことはなくて、 明 石 

の 上京の 件に ついても 源氏 はこの 人に まず 打ち明けて、 

さっそく 大 井へ 山荘 を 見に ゃリ、 源氏の ほうで 用意し 

てお くこと は 皆 させた。 

「ながめの よい 所で ございまして、 やはり また 海岸の 

ような 気の され る 所 も， > J ざ います」 

と 惟光 は 報告した。 そうした 山荘の 風雅な 女主 人に 

なる 資格の ある 人で あると 源氏 は 思 つ ていた。 



「もろともに 都 は^でき このたび や 一 人 野中の 道に 

惑 はん」 

と 言って 泣く の も 同情され る ことであった。 信頼 を 

し 合って 過ぎた 年月 を 思う と、 どうなる かわからぬ 娘 

の 愛人の 心 を 頼みに して、 見捨てた 京へ 帰る ことが 尼 

君 を はかなく させる のであった。 明 石が、 

「いきて また 逢 ひ 見ん こと をい つと て か 限り も 知ら 

ぬ 世 をば 頼まん 



て われ 帰る らん 

と 言って いた。 追い風であって、 予定 どおりに 一行 

の 人 は 京へ はいる ことができた。 車に 移って から 人目 

を 引かぬ 用心 をしながら 大 井の 山荘へ 行った ので ある。 

山荘 は 風流に できて いて、 大 井川が 明 石で ながめた 

海の ように 前 を 流れて いたから、 住&の 変わった 気 も 

それほどし なかった。 明 石の 生活が なお 近い 続きの よ 

うに 思われて、 悲しくなる ことが 多かった。 増築した 

廊な ども 趣が あって 園内に 引いた 水の 流れ も 美し か つ 

た。 欠点 も あるが CE みついたなら きっとよ くなる であ 



ろうと 明 石の 人々 は 思った。 源氏 は 親しい 家 司に 命じ 

きょうおう 

て 到着の 日の 一 行の 饗応 を させた のであった。 自身 

たす 

で 訪ねて 行く こと は、 機会 を 作ろう 作ろうと しながら 

もお くれる ばかりであった。 源氏に 近い 京へ 来ながら 

物思いば かりが されて、 女 は 明 石の 家 も 恋しかった し、 

.5 ん いと 

つれづれで もあって、 源氏の 形見の 琴の 絃を 鳴らして 

みた。 非常に 悲しい 気の する 日であった から、 人の 来 

ぬ 座敷で 明 石が それ を 少し 弾いて いると、 松風の 音が 

荒々 しく 合奏 をし かけて きた。 横にな つていた 尼 君が 

起き上が つ て 言った。 



身 を 変へ て 一 人 帰れる 山里に 聞きし に 似た る 松風 

ぞ 吹く 

むすめ 

女が 言った。 

ふるさとに 見し 世の 友 を 恋 ひわび て さへ づる こと 

を 誰か 分く らん 

こんな ふうに はかなが つ て 暮らして いた 数日の のち 

に、 以前に もまして 逢いが たい 苦し さ を 切に 感じる 源 

氏 は、 人目 も はばからずに 大 井へ 出かける ことにした _ 



聞いた が、 そこへ 明 石の 人 を 迎えた のであった かと 気 

づ くとうれ しい ことと は 思えなかった。 

おの せんにん 

「斧の 柄 を 新しくな さらなければ (仙人の 碁 を 見物し 

さ こり 

ている 間に、 時が たって 気がついて みると その 樵 夫の 

持って いた 斧の 柄 は 朽ちて いたと いう 話) ならない ほ 

どの 時間 は さぞ 待ち 遠い ことでしょう」 

不愉快 そうな こんな 夫人の 返事が 源氏に 伝えられた。 

「また 意外な こと をお 言いになる。 私 はもう すっかり 

昔の 私で なくな つたと 世間で も 言う ではありません 

ゝ I 

力」 

きげん 

などと 言わせて 夫人の 機嫌 を 直させよう とする うち 



かえ ゆぎ えの じょう 

に復 つて、 钗負 尉に なった 上に 今年 は 五位 も 得て い 

たが、 この 好 青年 官 人が 源氏の 太刀 を 取りに 戸口へ 来 

た 時に、 御簾の 中に 明 石の いるの を 察して 挨拶 をした。 

「以前の 御 厚情 を 忘れて おりません が、 失礼 かと 存じ 

ますし、 浦風に 似た 気の いたしました 今暁の 山風に も、 

びん 

御 挨拶 を 取り次いで いただく 便 も ございま せんでした 

から」 

「山に 取り巻かれて おりまして は、 海べ の 頼りない 

すま い 

住居と 変わり もなくて、 松 も 昔の (友なら なくに) と 

思って 寂しがつ ており ましたが、 昔の 方が お供の 中に 

おいでになつ て 力強く 思います」 



源氏 は 車中で しきりにこう 言つ ていた。 

「昨夜 はよ い 月で ございま したから、 嵯峨 のお 供ので 

くちお け さ 

きませんでした ことが 口惜しくて なりませんで、 今朝 

あらし やま 

は 霧の 濃い 中 を やつ て 参った ので ございます。 嵐 山 

もみじ 

の 紅葉 はま だ 早う) J ざいました。 今 は 秋草の 盛りで ご 

ぼう あそん こた かがり 

ざいます ね。 某 朝臣 は あすこで 小 鷹 狩 を 始めて ただ今 

いっしょに 参れませんで したが、 どういた します か」 

などと 若い 人 は 言った。 

「今日はもう 一 日 桂 の院で 遊ぶ ことにしよう」 

と 源氏 は 言って、 車 を その ほうへ やった。 桂の 別荘 

きょうおう したく 

の ほうで はにわ かに 客の 饗応 の 仕度が 始められて、 



久方の 光に 近き 名のみ して 朝夕 霧 も 晴れぬ 山 ざと 

というの が 源氏の 勅答の 歌であった。 帝の 行幸 を 待 

ち 奉る 意が あるので あろう。 「中に 生 ひたる」 (久方の 

中に おひた る 里 なれば 光 をの みぞ 頼む ベら なる) と 源 

みつね 

氏 は 古歌 を 口ずさんだ。 源氏が また 躬恒が 「淡路 にて 

こよ ひ 

あはと はるかに 見し 月の 近き 今宵 はと ころがら かも」 

と 不思議が つた 歌の こと を 言い出す と、 源氏の 以前の 

こと を 思って 泣く 人 も 出て きた。 皆 酔っても いるから 

である。 



めぐりき て 手に とる ばか リさ やけき ゃ淡路 の 島の 

あはと 見し 月 

これ は 源氏の 作で ある。 

浮き雲に しばし まが ひし 月影の すみ はつる ょぞの 

どけ かるべ き 

とうのち ゆうじょう 

頭 中将 である。 右 大弁は 老人であって、 故院の 

御代に も 睦まじく お召し K いに なった 人で あるが、 そ 



を 行く のが 秋草の 園の ようで 美しかった。 近衛 府の有 

名な 芸人の 舎 人で、 よく 何 かの 時には 源氏に ついて 来 

こま 

る 男に 今朝 も 「その 駒」 など を 歌わせた が、 源氏 を は 

じめ 高官な どの 脱いで 与える 衣服の 数が 多くて そこに 

にしき 

もまた 秋の 野の 錦の 翻る 趣が あった。 大騒ぎに は 

しゃぎ に はしゃいで 桂の 院を 人々 の 引き上げて 行く 物 

音を大 井の 山荘で ははる かに 聞いて 寂しく 思 つ た。 言 

づ て もせずに 帰つ て 行く こと を 源氏 は 心苦しく 思 つ た _ 

一 一条の 院に 着いた 源氏 はしば らく 休息 をしながら 夫 

人に 嵯峨の 話 をした。 

「あなたと 約束した 日が 過ぎた から 私 は 苦しみました 



と 源氏 は 言う ので あ つ た。 

「私 を 意地悪な 者の ようにば かリ 決めて おいでになつ 

て、 これまでから 私に は 大事な こと を 皆 隠して いらつ 

しゃる ものです もの、 私 だけが あなた を 信頼して いる 

こと も 改めなければ ならない とこの ごろ は 私 思つ て い 

ます。 けれども 私 は 小さい 姫君のお 相手に はなれます 

よ。 どんなにお かわいい でしよう、 その 方ね」 

-■-T- ，つ。 」 

と 言って、 女王 は 少し 微笑んだ。 夫人 は 非常に 子供 

好きであった から、 その子 を 自分が もらって、 その子 

を 自分が 抱いて、 大事に 育てて みたい と 思った。 どう 

しょう、 そうは 言った ものの ここへ つれて 来た もので 



底本 ： 「全訳 源氏物語 上巻」 角 川 文庫、 角 川 書店 

1971 (昭和お) 年 8 月^日 改版 初版 発行 

1994 (平成 6) 年匸 月^日 S 版 発行 

※この ファイル は、 古典 総合 研究所 (http://www. 

genji.co.jp/) で 入力され たもの を、 青空 文庫 形式に あ 

ら ためて 作成し ました。 

※校正に は、 2002 (平成^:) 年 4 月 5 日；： 版 を 使 

用し ました。 

入力 ： 上田 英代 

校正 .. kumi 

2 o o 3 年 6 月 9 日 作成 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



